
［ 本 社 ］TEL：03-5962-7300（代）［ 大 阪 ］TEL：06-6225-7481 ［ 名古屋 ］TEL：052-562-5300 ［ 福 岡 ］TEL：092-292-1092
［ 仙 台 ］TEL：022-217-8081　　  ［ 札 幌 ］TEL：011-708-8123 ［  新 潟  ］TEL：025-241-3108 ［ 広 島 ］TEL：082-535-5291

www.wingarc.com

武蔵コーポレーション株式会社 事例紹介

武蔵コーポレーション株式会社

設立　　  :2005年12月9日

所在地　　:東京都千代田区

事業内容 :収益用不動産の売買・仲介・賃貸管理

複雑な賃貸借契約書の作成・印刷プロセスを自動化し、
作業時間を大幅に短縮
～MotionBoard Cloudで必要な情報を自動的に検索し、SVF Cloudで複数帳票を自動印刷～

URL　 　  : http://www.musashicorp.jp/

収益用不動産の売買・仲介・賃貸管理を手がける武蔵コーポ

レーションは、賃貸借契約書類の作成業務を効率化するため、

MotionBoard CloudとSVF Cloudを連携させた帳票自動出

力の仕組みを構築した。これによって従来約15分を要していた契

約書類の出力作業時間をわずか2分に短縮。経験の浅い担当者

でもミスなく正しい契約書類をタイムリーに取り揃えられるよう

になった。年間715時間の削減効果が見込めると同時にビジネス

のスピードアップを実現した。

Company Profile 採用の背景
● 入居者ごとに必要な書類が異なるため、賃貸借契約書類の出力について   

   1件あたり約15分の時間がかかっていた

● 書類を正しく揃えるには、豊富な知識が必要だった

● 書類の不備による業務の手戻り、契約までの時間のロスをなくしたかった

● 社内にサーバーなどを設置することなくクラウド上での運用およびデー
タ連携が可能

● カスタマーサクセス部による親身な技術支援

● 賃貸借契約書類の出力時間を15分から2分に短縮

● 経験の浅い担当者でも正確な帳票作成を行えるようになった

選定ポイント

導入効果



武蔵コーポレーション株式会社

賃貸契約書を正しく迅速に揃え、
業務効率を向上させる

収益用不動産の適切な運用には税務・法務

を中心とした専門的な知識が求められるため、

誰でも簡単に行えるわけではない。そうした

個人向けの資産形成や資産保全のプロフェッ

ショナルとして、収益用不動産の売買・仲介・

賃貸管理を主な事業として手がけているの

が武蔵コーポレーションだ。

そして同社が今、急ピッチで進めているの

がデータドリブン経営への転換である。同社 

賃貸管理部マネージャーの樫本 高明氏は、

「不動産業務は長年の経験に裏付けられた属

人的な知識に依存する部分が大きいことも

あり、他業界と比べてデータ活用への取り組

みが遅れているのが実情です」と語る。これ

を一気に挽回し、業界トップクラスの業務効

率化やビジネスのスピードアップを実現す

るという目標を掲げているのだ。

例えば賃貸借契約に関する業務の効率化

も、解決が切望されていた課題のひとつであ

る。同社が管理する収益用不動産の物件数が

ここ数年で大きく増加するに伴い、必然的に

入居者との賃貸借契約を締結する件数も増

加している。そこで作成する賃貸申込書類一

式は、入居者の国籍や賃料保証契約への加入

の有無などの条件に応じて、揃えるべき内容

や種類が異なっている。

「賃貸物件管理システムにアクセスし、必

要な情報を一つひとつ確認しながら、手作業

で選択しなければならず、Excelを使った帳

票作成に賃貸借契約1件あたり15分程度の時

間を要していました。経験の浅い営業担当者

にはミスをしてはいけないという精神的な

負担が発生し、経験豊富な社員にとっても負

担の大きい作業で、1日に20件処理するのが

限界でした」と樫本氏は振り返る。

さらに同社 賃貸営業部の課長を務める遠藤 

 雄史氏は、次のように語る。

「このリードタイムを短縮することで、空

いた分の時間をより創造性・生産性の高い仕

事に振り向けることができます。また、お客

様をお待たせすることなく必要な帳票を取

り揃えてタイムリーに提示できるようにな

れば、これまで目の前でみすみす取り逃がし

ていた契約を、より高い確度で獲得すること

が可能となります。私たちのビジネスはまさ

にスピードが命なのです」

契約書類の複雑な出し分けを
ルール化し
自動発行するシステムを構築

こうした課題を解決したのが、ウイングアー

クのMotionBoard CloudとSVF Cloudを

賃貸管理部

マネージャー　樫本 高明 氏

賃貸営業部

風呂 怜兵 氏

賃貸管理部

課長　遠藤 雄史 氏

Before After
賃貸借契約で作成する賃貸申込書類一式は、入
居者の国籍や賃料保証契約への加入の有無な
どの条件に応じて、揃えるべき内容や種類が異
なる。賃貸物件管理システムにアクセスし、必
要な情報を一つひとつ確認しながら手作業で
選択しなければならず、Excelを使った帳票出
力に契約1件あたり15分程度の時間を要して
いた

担当者が行う操作は、MotionBoard Cloudの画
面に契約番号を入力してボタンをクリックするだ
け。これまで印刷出力に約15分を費やしていた作
業時間がわずか2分に短縮された。間違った種類
の帳票をうっかり選んでしまうミスもなくなり、
賃貸営業部門の生産性は大幅に向上した

MotionBoard Cloud/SVF Cloud導入後の驚きの声



連携させたソリューションだ。

同社では、2017年6月にMotionBoard 

Cloudを先行して導入した。「債権の回収状

況や新規契約の粗利などのKPIを、日次で見

える化することが目的でした」と樫本氏は語

る。

そこにタイミングよく朗報が飛び込んで

きた。賃貸物件管理システムの機能拡張が

行われ、そのデータベースからAPIを介して

より多くのデータを抽出し、MotionBoard 

Cloudに集約することが可能となったので

ある。

これがきっかけとなり、同年10月にSVF 

Cloudの導入が決定。「とても複雑な契約書

類の出し分けをMotionBoard Cloud上で

ルール化し、そこから生成したキーをもとに

賃貸物件管理システムから必要な情報を自

動的に検索し、SVF Cloudに引き渡すこと

で、帳票の自動発行を実現できると考えまし

た。もちろん非常に難易度が高いことは最

初からわかっていましたが、MotionBoard 

Cloudの導入当初から技術サポートにあたっ

てくれているウイングアークに相談したと

ころ、『なんとかなる』という回答をいただき、

Goサインを出しました」と樫本氏は語る。

もっとも、実際の構築プロジェクトは想定

ダッシュボード 送付状

を超える困難に直面した。「賃貸借契約の繁

忙期は毎年2～3月で、それまでにシステムを

完成させるよう経営陣からスケジュールの

死守が厳命されたのです」と遠藤氏が、その

背景を説明する。

システムの要件定義から最終段階の統合

テストまで一貫して担当してきた同社 賃貸

営業部の風呂 怜兵氏は、「実のところ私は営

業畑を一筋に歩んできた人間で、過去にまっ

たく経験のなかったシステム構築に、眠れな

い日々が続きました」と振り返る。そして、「そ

ウイングアークの貢献に対し武蔵コーポレーションから感謝状が贈られた。風呂氏（中央）を囲んで、
左よりウイングアークの井出 博志、野崎 俊貴、茂木 草平、坂井 友美

れでも結果としてスケジュールどおりにシ

ステムを実現できたのは、ウイングアークの

茂木さん、井出さんの親身なサポートのおか

げです。私たちの質問に迅速に答えてくれ、

一緒になって開発に取り組んでくれている

という一体感を抱きました。本当に助かりま

した」と強調する。

なお、同社はこのウイングアークの貢献を

高く評価し、サポートにあたったメンバーに

対して感謝状が贈られた。
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契約書類の出力が15分から2分に短縮
年間で715時間の削減効果

賃貸借契約に関する帳票を自動出力する

同システムは、1件あたり10種類ほどの一括

出力が可能となっており、帳票の順番も条件

に応じて自動的に揃えて印刷できるように

なった。そして、稼働開始と同時に絶大な業

務効率化の効果をもたらした。

「担当者が行う操作は、MotionBoard Cloud

の画面に契約番号を入力してボタンをクリッ

クするだけです。これにより、これまで印刷

開始までに約15分を費やしていた作業時間

がわずか2分に短縮されました。間違った種

類の帳票をうっかり選んでしまうミスもな

くなり、賃貸営業部門の生産性は大幅に向上

しました。また、年間で715時間の作業時間

を削減できると試算しています」と風呂氏は

胸を張る。

「実際、2018年3月は賃貸営業部にとって

過去最高の賃貸借契約を獲得することがで

きました。仮に新システムが稼働していな

MotionBoard Cloud
ビジネスのあらゆるデータを可視化するクラウド型
BIダッシュボードサービス。データを必要なカタチで、
シンプルに可視化。

導入製品・サービスかったとしたら、これだけの契約件数に対応

するのは無理だったと思います」と遠藤氏も

語る。

そして今回の成果を踏まえつつ、同社はさ

らに高度なデータ活用や分析に乗り出して

いく構えだ。例えば、収益用不動産を所有す

るオーナーは、現状ではその物件を今売却し

たらいくらになるのか、賃貸に回したらどれ

くらいの家賃を得られるのかといった情報

を正確に掴むのは困難だ。そうした中でそれ

ぞれの物件が持つ価値を立地や間取り、周辺

物件の相場などから総合的に分析し、定量的

な数値で示すことができれば、これまでにな

い大きな信頼を獲得することが可能となる。

「データには説得力があります。不動産の

オーナー様に訴求する力が非常に大きいの

で、今後も様々な社内システムに散在してい

る多様なデータをMotionBoardに集約した

分析にチャレンジし、積極的な情報発信を推

進していきます」と樫本氏は語り、業界トッ

プの競争優位性を確立すべくデータを最大

限に活用していく考えだ。

BIツール

買取物件基本情報

工事発注情報

オーナー保険情報

オーナー情報（見込含む）

支払情報（自社物件）

物件・部屋・契約情報（一部）

工事・賃貸契約/解約情報

CSV CSV

物件・部屋情報 取引業者情報

賃貸契約情報 （収支実績）

（入金管理） （支払管理）
※括弧はコミュニティのみ

※i-SP DBを直接参照

帳票作成システム 賃貸借契約書・
契約金明細書等

DB i-SP

Power BI

システム図

SVF Cloud
請求書や納品書をはじめとした帳票類をクラウド上
で利用可能な帳票クラウドサービス。
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活用定着化支援サービス
お客様が当社製品・サービスをスムーズに導入し
活用、定着化できるよう各種ノウハウ提供、Q&A

対応、進め方のコンサルティングを行うサービス。


